
　

が
ん
な
ん
て
「
自
分
に
は
関
係

な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

実
は
、
日
本
は
世
界
有
数
の

「
が
ん
大
国
」。
私
た
ち
の
お
よ
そ

2
人
に
1
人
が
が
ん
に
な
り
、
3

人
に
1
人
が
が
ん
で
命
を
落
と
し

て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
で
は
、
2

人
に
1
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
割
合
は
、
世

界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

　

本
市
で
も
、
同
様
に
が
ん
で
亡

く
な
る
方
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
（
表
3
）。
40
歳
か
ら
74

歳
の
人
が
が
ん
で
亡
く
な
る
割
合

がんへの関心の高まり
　以前はがん検診というと、胃や腸などの消化器系が多かったのですが、最近
では、肺がんや前立腺がん、乳がん、子宮頸がんなどの検診を受ける方が増え
てきました。これは、多種類のがんがあることや、早期治療によりがんが治

ち ゆ

癒
することが分かり、がんに対する関心が高まってきたからだと考えられます。
「大丈夫」の落とし穴
　「病気で医療機関に通院しているから大丈夫」と言って、がん検診を受けな
い方が多いのも事実です。「がん検診」と「診察」はまったく別のもの。たと
え通院していても、体のどこかでがんが発生しているかもしれません。
　また、がんは私たち誰もがなりうる病気です。種類によっては進行の早いが
んもあるため、「去年のがん検診では異常がなかったから、今年は受診しなくて
も大丈夫」という考えは禁物です。
定期的ながん検診を
　今のところ、がんを完全に予防することはできません。しかし、できる限り
早期に発見し、治療を受けることで、がんを克服する可能性が高まります。そ
のためには、定期的にがん検診を受けることが何よりも大切です。体の調子が
悪くなってから病院へ駆け込むのではなく、症状がないときから受診をするこ
とが、大切な命を守ることにつながります。
　明日の健康のためにも、がん検診を受けてください。

は
埼
玉
県
内
の
市
町
村
の
平
均
と

比
べ
る
と
や
や
低
い
も
の
の
、
ほ

か
の
死
因
と
比
べ
る
と
群
を
抜
い

て
い
ま
す
。
75
歳
以
上
の
人
に
な

る
と
、
割
合
は
落
ち
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
そ
の
順
位
は
ト
ッ
プ
で

す
。
が
ん
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、

と
て
も
身
近
な
病
気
な
の
で
す
。

　

が
ん
で
亡
く
な
る
方
を
減
ら

す
た
め
に
は
、
定
期
的
に
が
ん

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
非
常
に

有
効
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

医
学
の
進
歩
に
よ
り
、
が
ん
は

約
50
％
の
方
が
治
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
特
に
初
期
の
段
階
で
発

見
し
、
適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と

で
、高
い
確
率
で
治ち

ゆ癒
す
る
の
で
す
。

　
本
市
で
は
、
肺
が
ん
・
胃
が
ん
・

大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
（
頸け
い

）

が
ん
の
5
つ
の
が
ん
検
診
に
加
え
、

独
自
に
前
立
腺
が
ん
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。「
毎
年
、
が
ん
検
診
を

受
け
て
い
た
お
か
げ
で
、
小
さ
な
が

ん
が
見
つ
か
り
、
取
り
除
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
い
う
方
を
、
1

人
で
も
多
く
増
や
す
こ
と
。
こ
れ

が
、
が
ん
検
診
の
目
的
で
す
。
定

期
的
な
検
診
を
受
け
、
安
心
し
て

毎
日
の
生
活
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

「けんしん」に行こう

～がん検診編～
まさか、私が
　がんなんて！

検
診・個人で受けるよりも安い。

・集団検診では、肺・胃・大腸の

　中から受けたい項目を選んで

　受診できる。

（表3）40歳以上の死因順位（平成18年～22年度）
40～74歳

行田市

第1位 がん
42.8%

第2位
心疾患

（高血圧症除く）
15.4%

第3位 脳血管疾患
9.9%

県平均

がん
45.0%
心疾患

（高血圧症除く）
14.2%

脳血管疾患
9.5%

75歳以上
行田市

がん
22.1%
心疾患

（高血圧症除く）
20.5%

肺炎
14.9%

県平均

がん
23.8%
心疾患

（高血圧症除く）
19.2%

肺炎
14.0%

専門家の声声

　

病
気
は
自
覚
症
状
が
な
く
て
も

進
行
し
て
い
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
の

は
、
あ
な
た
自
身
で
す
。「
病
気
と

は
無
縁
だ
か
ら
」「
忙
し
い
か
ら
」

な
ど
と
言
わ
ず
、「
け
ん
し
ん
」
を

定
期
的
に
受
け
、
継
続
的
な
健
康

管
理
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
未
来
、
あ
な
た
が

大
切
な
人
と
笑
っ
て
過
ご
し
て

い
く
た
め
に
、
な
り
た
い
自
分

で
い
る
た
め
に
、
ほ
ん
の
さ
さ
い

な
体
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
も
、
ど
う
か

耳
を
傾
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

▶問い合わせ　保険年金課国保担当または医療担当（内線271・226）、保健センター☎553―0053

早期発見、早期治療が健康のカギです早期発見、早期治療が健康のカギです

行田市医師会
根本　和雄  会長

（根本医院院長）

平成24年度の

「けんしん（健診・検診）」
が始まっています。

平成24年度の

「けんしん（健診・検診）」
が始まっています。

特定健康診査

がん検診、肝炎ウイルス検診、歯周疾患検診

健康づくりのための教室

　特定健康診査は、加入している健康保険
によって申し込み先が異なります。
①行田市国民健康保険に加入している方
　40～74歳で行田市国民健康保険に加入
している方は、保険年金課から「受診券」が
送付されています。同封の案内に従い、希
望する実施医療機関へ直接申し込みくだ
さい。
※受診期間は12月21日㈮までです。
※75歳になる方が誕生日以降に受診する場
合は、保険年金課へ問い合わせください。

②行田市国民健康保険以外の健康保険に
加入している方
　加入している健康保険が実施していま
す。詳しくは、加入している健康保険の担
当者へ問い合わせください。
③後期高齢者医療制度に加入している方
　保険年金課から「受診券」が送付されて
います。同封の案内に従い、希望する実施
医療機関へ直接申し込みください。
※受診期間は12月21日㈮までです。
④生活保護受給者
　40歳以上の方は、ヤング健診を無料で受
診することができます。保健センターへ申
し込みください。

　各種がん検診、肝炎ウイルス検診、歯周
疾患検診は、加入している健康保険に関係
なく受診できます。詳しくは、4月に配布した
「保健センターのお知らせ」をご覧ください。

　保健センターでは「体に効くウォーキン
グ教室」「血液サラサラ教室」など、生活習
慣病予防の基本となるポイントを学ぶこ
とができる各種教室を実施しています。

5つのがん検診の種類と
対象年齢を紹介します。

　5月21日、こぜにちゃ
んとフラべぇが上田埼玉
県知事より「けんこう大
使」に任命されました。

肺がん
（40歳から）

大腸がん
（40歳から）

子宮（頸）
がん（20歳から）

胃がん
（40歳から）

乳がん
（40歳から）

自己負担金200円

自己負担金500円

胸部のレントゲン撮影を行う。

バリウムを飲んで胃部の
レントゲン撮影を行う。

自己負担金500円

2日間便を取る。

自己負担金800円

視触診とマンモグラフィー（乳
房のレントゲン撮影）を行う。

自己負担金800円

内診と顕微鏡による
細胞診を行う。

聴こえていますか
カラダの聴こえていますか
カラダの声声

身
近
な
脅
威
「
が
ん
」

安
心
し
て
毎
日
を
楽
し
む
た
め
に

あ
な
た
自
身
の
健
康
の
た
め
、

周
り
の
人
の
笑
顔
の
た
め
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